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※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

探究的な学習における問いづくり
塩瀬隆之先生（京都大学総合博物館教授）



（ご紹介）

塩瀬隆之
しおせ たかゆき

京都大学・総合博物館・教授

京都大学大学院工学研究科精密工学専攻修了。博士
（工学）。京都大学大学院情報学研究科助教を経て、
2011年より経済産業省産業技術環境局課長補佐（技
術戦略）。2013年京都大学総合博物館准教授に着任。
2026年4月より現職。京都市立堀川高等学校学術顧
問、京都市立西京高等学校マネジメント委員、岐阜市
立草潤中学校・藍東学園設立アドバイザーほか歴任。

『ありのままの君を受け入れる学びの多様化学校』
（明治図書，2026），『問いのデザイン』（学芸出
版，2020）ほか。



序論 なぜ今、問いのデザインなのか

1章 問いのデザインとは何か

2章 問題を捉え直す考え方

3章 課題を定義する手順

4章 ワークショップのデザイン

5章 ファシリテーションの技法

6章 企業、地域、学校の課題を解決する

安斎勇樹・塩瀬隆之『問いのデザイン－創造的
対話のファシリテーション－』学芸出版社（2020年）



それではご覧ください



「問いのデザイン」から見た

探究学習における問いづくり

京都大学総合博物館 教授 塩瀬隆之
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問いが生まれてくるまでの

段取り・関係性づくりが大切

p.4０



おなじ？がついている質問/発問と
区別して「問い」をとらえる

p.43



問いや質問に関する本も力点が少し異なる



「生徒が問いをつくれないんです」

探究学習についてたびたび耳にする声



いきなり課題の設定しすぎではないか？



日本の高校生にとって身近な課題と
世界の高校生にとって身近な課題は違う



https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/2024/03/new_pr_20240403_03.pdf

参考：18歳意識調査「第62回 国や社会に対する意識（6か国調査）」



日本の18歳は「貧困」問題より関心の
ある社会課題を多数抱えている



貧困にむきあってきたユヌス博士と
高校生が膝詰め対話する前に．．．



貧困とは〇〇である

30日チャレンジ

1日5分言葉にし続ける30日







５００
≒３０×１６

壁一面を
うめつくした
５００の問い



言葉が枯渇するまで
徹底的に「考え抜く」

問いに向き合う時間や回数が
圧倒的に短すぎる 探求でなく探究



探究学習についてたびたび耳にする声

「探究学習と教科学習とのつながりが
わからない」



まずは先生同士でイメージの共有を



探究学習への先生の期待を言葉に



探究で身につく力は

〇分からないことに耐える力

〇分からないものに対する敬意

〇まずはやってみようとする力

〇他の者の認知状態に立つ力
・

・

探究学習で視察の多い某高校の生徒が書いた「探究体験記」の自由記述より



探究学習についてたびたび耳にする声

「探究学習のサイクルがうまく
まわらない」



いきなり課題の設定しすぎではないか？



〇評価すべき

緊張感を与えるため

論理的・多角的・批判的・協働的・創造
的に考えられたか

考え抜いたか、複数の情報源と結び付け
たか、粘り強く考えたか

自己評価＋相互評価

点数化はなじまない

ルーブリック

成長の把握は必要

×評価すべきでない

序列化は不要

平等に評価できないから

方法が思いつかないから

探究にそぐわない

探究学習の「評価」についてもその意義と
方法について先生同士のイメージ共有が重要

自分でテーマ、ゴールを設定できたか

自主的に進められたか、自分の考えを述
べられたか



小さくても二周まわすのが一番のコツ



https://www.mext.go.jp/content
/1407073_12_1_1_2.pdf

理数探究基礎⇒理数探究も二段構造



万博日本館レガシー探究ワークシート

教員用補助教材つき

日本館レガシーワークシートと教員用補助教材
https://www.meti.go.jp/policy/exhibiti
on/japanpavilion_legacy.html



１）２０２６年４月～２０２７年３月 日本教育新聞
新連載コーナー＜「問い」で深める探究的な学び＞
ー第１回 「どんな問いが良い問いなのか」

２）２０２６年４月～２０２６年９月 『学校図書館』
教育時評「未来の学校を図書館でぜんぶ先にやる」
ー第１回 「AI丸投げ読書感想文」と「１００冊読書感想文」

探究学習や生成AI活用に関する連載等

2026.42026.4

• 学びの多様化学校（いわゆる
不登校特例校）に関する本

• インクルーシブデザインから
みた学校づくりについて

• 教育データ利活用に関する本

• EdTechのELSIを整理したJSTプ
ロジェクトチームの成果集約



義務教育学校

2026年～２０２８年に開校を予定する新たな挑戦を
する義務教育学校、高専など



P.56

問題 何かしらの目標があり、それに対して
動機づけられているが、到達の方法や
道筋がわからない、試みてもうまくい
かない状況のこと

課題 関係者の間で「解決すべきだ」と前向
きに合意された問題のこと

問題と課題を
区別してみる



なんで牛乳を
こぼすの？

だって牛乳が飲み
たかったんだもん

なんでこんなとこ
ろでこぼすの？ だってここで飲みた

かったんだもん

えーだって飲みたいもん

問題と課題の違い(ex.牛乳問題)

お母さんの問題

牛乳であることが問題

飲めなくなったことが問題

ココであることが問題

怒られていることが問題

自分の問題解決を図る
今後飲めないことは問題

もう二度と牛乳
を飲まないで



牛乳問題を牛乳課題にするには

こぼさずに牛乳を飲む or こぼしても被害を小さく

牛
乳

コップが練習できる
までストローにし

よっか

やっぱり牛乳は
飲みたい

牛乳が飲めるなら
どっちでもいいよ

おぼんも一緒に使っ
てくれたらさらに安

心
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